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世代間交流で地域も人も活性化！
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老年人口は

増えている！

出典：RESAS



薩摩川内市の高齢者について

高齢者65歳以上人口

一人暮らし６５歳以上人口

（単身世帯で暮らす者）
6,456人

28,303人

鹿児島市、霧島市、鹿屋市
に続いて4番目に多い！



学童児童の利用人数とともに
利用できなかった児童数も
増加傾向にある！



薩摩川内市の児童クラブの現状

・児童クラブ数→１７

・児童クラブ数児童（人）

平成２２年度 ５３０

平成２３年度 ５８１

平成２４年度 ６２１

平成２５年度 ７１５

年々増加している！

出典：児童クラブ 事務事業 薩摩川内市



薩摩川内市の問題点

①高齢者の増加

②学童児童数・待機児童数の増加



①高齢者の増加

高齢者（65歳以上）の一人暮らしの割合 友人はいるか

1980

6

0

（百万人） 35年で6.7倍に！

25.9%

４人に１人が
友達０人！

出典：内閣府



高齢者の一人暮らしが引き起こす問題

①認知症

②孤独死





①高齢者の増加

②学童児童数・待機児童数の増加

二つの問題を解決できるアイデア！！





エデリーラーニングクラブ（ELC）とは

Elderly(高齢者） Learning（学ぶこと）Club(クラブ）

仕事をしていない
一人暮らしの高齢者

経験や特技・趣味
（例：料理、手芸、

読書、畑仕事など）
児童クラブ
の指導員

高齢者と児童のふれあいの場
となるような施設



運用費用

クラブ利用料

年間登録料：2,000円

利用料：600円×利用日数

延長料金：30分毎につき300円

開園時間
平日：12時～19時
土・日・祝日及び長期休暇

：8時～19時

学童指導員（高齢者）の給料

時給800円



高齢者が学童指導員になれば・・・

•高齢者でしか経験したことのない知識（戦争や子供時代の話な
ど）を子供たちに伝えることが出来る

•高齢者が子供たちと交流することにより、高齢者の認知症予防
につながる

•世代間交流により高齢者と子供たちが顔見知りになる



ポイント！

•薩摩川内市の空き家を利用する

•放課後だけでなく、子供たちがいつでも来れるようにする

•学童指導員の高齢者だけでなく、地域の高齢者で集まれるコミ
ュニティーの場とする

•料理体験や畑仕事体験などさまざまなイベントを行う



メリット

• 一人暮らしの高齢者の認知症、孤独死の防止につながる

• 高齢者の雇用を生み出すことができ、生きがいにつながる

• 待機児童数を削減することができる

• 学童指導員の人手不足解消につながる

• 世代間交流により学ぶこと楽しむことができ、地域活性化につながる



エデリーラーニングクラブで

高齢者も児童も地域も活性化！！


